
「家紋印」めぐり

期 間

2024年12月10日（火）～2025年3月9日（日）

ス タ ン プ 欄

すべてのスタンプを集めた方には、コ
ンプリート特典として前田慶次の「家
紋印」と、オリジナル「家紋印帳」をプレ
ゼント！ ぜひゲットしてください。

名古屋市『なごや英傑 聖地巡礼』周遊キャンペーン
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八田

1
椿神明社

名古屋駅

あおなみ線荒子駅前から荒子観音寺（浄海山円龍院観音寺）、前
田利家の生誕地とされる荒子城址（冨士大権現天満天神宮）を経
て、もうひとつの生誕地とされる前田城跡（前田速念寺）を結ぶ
ルートを整備した武将観光ロード。道沿いには利家ゆかりの史跡
をはじめ、ルートの路面上には梅の花木を描いたイラストプレー
トが設置されている。

●推しポス選手権
「犬千代ルート」付近の6カ所の郵便ポストを、区民投票
で1位となったデザインにラッピング！

●リアル謎解きゲーム「ナッピーと不思議な巻物」
区民投票で選ばれたポストと謎解きイベントがコラボレーション！前田利家公ゆかりの
地を巡りながら、ナッピーと一緒に不思議な巻物の謎を解き明かそう！

天文6年（1537）、尾張国荒子城または前田城に生まれる。幼名は犬千代。15歳で織田信長に仕える。永禄12年（1569）、信長の命により
前田家家督を継ぎ荒子城主となる。信長死後、羽柴（豊臣）秀吉と柴田勝家が争った賤ケ岳の戦いを経て秀吉に臣従し、加賀金沢城主
となる。その後、加賀・能登・越中にまたがる北国の重鎮として後の加賀百万石の礎を築いた。徳川家康とともに晩年の秀吉を支えた。

荒子の地名の由来は荒れ地を開墾してできた新田「あれこ」が転じたという説が有力
とされる。荒子城は前田利家父の死後、兄利久が城主となり、その養子となっていた
慶次※1も城内か周辺屋敷に居住していた。しかし永禄12年（1569）、信長の命により
家督と城は利家に譲渡され、利久と慶次は荒子を退去した※２。永禄元年（1558）に利
家に嫁いだまつは、利家とともに荒子で過ごし、多くの子女に恵まれた。
※1 出自は信長家臣・滝川一益の一族。「天下御免のかぶき者」として知られる。
※2 荒子に滞在していたという説もある

名古屋城 

徳川家康

豊國神社

豊臣秀吉 

桶狭間古戦場観光案内所 

織田信長

秀吉清正記念館  

加藤清正

前田速念寺 

前田利家

◆家紋印（織田信長・豊臣秀吉・徳川家康・前田利家・加藤清正）　□ 受け渡し 

①桶狭間古戦場観光案内所
4 10：00～16：00　1 12月31日～1月3日

①オアシス21iセンター
4 10：00～20：00（物販は10：00～18：00）
※12月31日は10：00～18：00　1 1月1日

にっぽん城まつり2025 名古屋市ブース
開催期間　2025年3月1日(土)・2日(日)　
会　　場　名古屋市中小企業振興会館 吹上ホール　
アクセス　[公共交通機関] 桜通線「吹上」駅５番出口より徒歩５分
　　　　　[車] 名古屋高速春岡I.C降車より車で約３分、

　吹上東I.C降車より車で約２分

②名古屋市金山観光案内所
4 9：00～19：00（物販は9：00～17：00）
※1月2日・3日は9：00～17：00　1 12月29日～1月1日

②豊國神社（社頭）
4 8：30～16：00　1 なし

④前田速念寺（本堂扉右前）
4 9：00～17：00　1 1月1日～1月2日（スタンプ台は設置あり）

⑤秀吉清正記念館（中村公園文化プラザ２階）
4 9：30～17：00　1 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）、
毎月第4火曜日（祝日を除く）、12月29日～1月3日

③名古屋城（名古屋城総合案内所）
4 9：00～16：30　1 12月29日～1月1日

◆家紋印帳・家紋印（前田慶次）　□ 受け渡し 
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荒子城址（冨士大権現天満天神宮）
荒子城は前田利家生誕地のひとつとされる。利家と正室のまつ、利家の甥・慶次ゆかりの城。城は利家の父・利昌の死後、兄
の利久が城主となったが、永禄12年（1569）、信長の命により前田家家督と城は利家に譲渡された。冨士権現は城内鎮守の
社として祀られ、後に天満天神を合祀した。境内には昭和4年（1929）に建てられた「前田利家卿誕生之遺址」の石碑が建つ。

名古屋市中川区荒子4-208-1 地下鉄東山線「高畑」駅から徒歩約8分

前田城跡（前田速念寺）
前田城は前田利家の生誕地のひとつとされる。前田城は荒子前田家の本家筋にあたる前田与十郎家の居城だったが、
蟹江合戦※で徳川軍に攻め落とされた。廃城後に前田院（明力坊）という寺が移され、江戸時代前期に速念寺に改称し
たという。寺伝では利家はこの城で生まれた後に荒子に移ったとする。

名古屋市中川区前田西町1-904 近鉄名古屋線「伏屋」駅から徒歩約5分
※天正12年（1584）に起きた小牧・長久手の戦いの中の局地戦のひとつ。

荒子観音寺（浄海山円龍院観音寺）
尾張四観音のひとつ。奈良時代、最澄大師の開山と伝わる。多宝塔は名古屋市内最古の木造建
築物で国重文。天正4年（1576）には前田利家が本堂を再建したという。山門の仁王像は円空作
で、他に1,250体の円空仏を所蔵する。境内東隣にある荒子集会所には利家にもゆかりのある馬
道具※が展示されている。

名古屋市中川区荒子町宮窓138 あおなみ線「荒子」駅から徒歩約10分
※読みは「ばどん」。馬の塔（オマント）という祭礼で献上する馬を飾った道具のこと。荒子集会所「馬道具」公開は、
   毎月第1、第3土曜13:00～15:00のみ

前田利家公初陣之像前田利家とまつ、前田慶次と荒子
あおなみ線荒子駅前に馬上で槍をふ
るう若き前田利家像と利家を見送る
まつの像が建っている。

名古屋市中川区吉良町138-2
あおなみ線「荒子」駅から徒歩すぐ

利家PROFILE

の 名古屋利家
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住　　所 アクセス

2025年3月1日土・2日日開催の2025年3月1日土・2日日開催の「にっぽん城まつり2025 名古屋市ブース」でもらえる！
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前田城跡
（前田速念寺） 荒子観音寺

（浄海山円龍院観音寺）

前田利家公初陣之像

荒子城址
（冨士大権現天満天神宮）DISCOVER NAKAGAWA PROJECT

～誇りを持て！前田利家公ゆかりの地！～

● 期間　12月2日（月）～2025年3月16日（日）
● 開催エリア　犬千代ルート

プロジェクトの
詳細はこちらから

先着1500名
※なくなり次第終了

全5種+1種 オリジナル家紋印

※日付はご自身で記入していただきます。
　配布施設での日付の記入はございません。

先着1000名 ※なくなり次第終了先着1000名 ※なくなり次第終了

名古屋市内にある
武将ゆかりの施設をめぐり、
5つの家紋スタンプを集める

すべてのスタンプを押して
引き換え場所（栄・金山）に 
本誌を持っていくと、 
5種類のオリジナル家紋印をプレゼント！
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